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1 ．問題と目的
平成24年度全国学力・学習状況調査では，主として
「知識」に関する問題に比べ，主として「活用」に関す
る問題の平均正答率が低く，問題形式では，選択式や短
答式に比べ，記述式の問題の正答率が低い（国立教育政
策研究所，2012）。従来から，小学校理科授業の理想は，
児童自らが学習すべき問題を見つけ，その解決方法とし
ての実験・観察方法を考え，それらの結果に基づいて科
学の決まりを帰納的に発見するという問題解決的な授業
である。教科書の構成も同様に帰納的な考え方で構成さ
れているため，今課題とされている知識を活用して考え
る内容は殆どなく，あったとしても単元末の付録程度で
ある。つまり，活用できない原因としては，活用する知
識が十分に習得しておらず，また活用する機会が十分に
与えられていないことが考えられる。角屋（2012）は，
知識の活用力を育成するには，「何を活用するか」「どの
ように活用するか」を明確にすることが重要であると指
摘している。山下（2014）は，活用する知識をコア知識
として明示して，コア知識を用いた一貫した説明を促す
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本研究の目的は，研究対象校の課題である知識の活用力を育成することである。具体的には，小学校第５学年「植
物の結実」において，問題解決の場で既習の知識を活用して思考と表現する場を意図的に行う授業を開発，実践し，
その有効性を検証した。思考する場では，考えの依りどころとなる単元のコアとなる知識（以下，コア知識）を明確
にし，コア知識を活用して考えるように単元構成をした。表現する場では，一人一人が自分の考えを必ず述べるグルー
プコミュニケーション活動を取り入れ，話し合いや説明活動を行った。さらに毎時間の授業後には，授業の理解をよ
り深めるために，学習したことを家族に説明するという家庭学習課題を設定した。
授業においてコア知識をもとに思考し，その思考したことを表現する活動を繰り返し行うことにより，児童は知識
を活用して思考し表現できるようになった。
　In this paper，we discussed the effectiveness of the lesson we invented to teach plants’ fruitification，taught in 
fifth grade，to improve students’ knowledge utilization by teaching it in 4 classes，120 students at an elementary 
school located in Chiba prefecture.  Knowledge utilization is a skill to express their ideas by using knowledge they 
have learned till then.  In this lesson，we changed the construction of the unit to teach the core image and ideas 
of the unit to let student easier to express and consider.  Also，we introduced communication activities in the 
lesson to let them express their ideas in the class.  In addition，to let their comprehension deeper， we asked the 
support of students’ family to let students explain what they learned at school as homework.  
　From this study，we explored several results.  First，in the opinionaire taken before and after the lesson，the 
knowledge utilization of the students improved.  Second，the number of the students who wrote both prediction and 
reason increased as the lesson went on.  Also，from the evaluation of the description about their prediction，written 
in their rubric，the number of the students who considered scientifically increased.  Third，students’ explanation 
skill，which was evaluated by their family，increased as the lesson went on.  Fourth，comparing the questionnaire 
after the lesson，the score of the students who cooperated was much higher than the students who studied this 
unit as it is written in the textbook at other 2 schools in the same city.  In addition，the knowledge they learned 
in the lesson was not been forgotten test after two months，which was been evaluated in the test then.  
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コミュニケーション活動を展開することで，発展的課題
や未習課題にも学んだ知識を用いて説明するようになり，
遅延調査の段階でも学習内容理解を保持することを実証
している。
そこで本研究では，コア知識を習得させてから，学習
問題や発展課題について話し合うコミュニケーション活
動を設定した。ただし，山下（2014）の実践は主に中学
生を対象にしているので，小学生を扱う本研究では，授
業で学習した内容を家族に説明するという課題を設定し
て，家庭の協力も得ることにした。対象の児童は，平成
26，27年度の全国学力・学習状況調査で，家庭で学習す
る時間が少ないことが指摘されており，この問題を解決
するという意図もある。実践する単元は，小学校第 5 学
年「植物の結実」とする。この単元は汎用的に思考でき
る素材が多くある。例えば，受粉方法について言えば，
アサガオやツルレイシ，トウモロコシは受粉の方法がそ
れぞれ違う。コア知識「おしべにある花粉がめしべにつ
くと受粉する」を活用し，それぞれの受粉方法について，
多角的に考えることができる。また，数種類の植物を取
り扱うことでそれぞれの植物が子孫をより残すための特
徴をもっていることを学ぶことで単元のねらいである
「生命の連続性の見方や考え方」を養えると考えた。
2 .  方　　法
2. 1　調査対象および実施時期
2015年 9 月 6 日～10月16日まで，千葉県内公立小学校
5 年生 4 クラス128名を対象にして授業を実施したが，
分析にはすべて回答した120名を対象にした。なお，事
後調査については比較のために，同一市内で教科書通り
に学習を進めた 2 校の 5 年生（学校Ａ： 3 クラス94名，
学校Ｂ： 2 クラス65名）を対象に実施した。
2. 2　調査項目
1）活用についての意識調査
事前・事後で，活用についての意識 5 項目（①既習事
項をもとに考えている。②考えたことを書くことが出来
る。③考えたことを説明することができる。④友達の意
見は参考になる。⑤グループで考えを言うことができ
る。）を， 4 （とてもあてはまる）， 3 （あてはまる），
2 （あまりあてはまらない）， 1 （あてはまらない）の
4 段階で回答させた（表 4 ）。
2 ）ワークシートの記述分析
毎時間のワークシートの記述について，学習問題に対
して予想と根拠がどちらも書けた児童の割合について形
成的評価を用いて分析した（図 3 ）。
さらに，予想と根拠について，作成したルーブリック
に基づき（表 5 ），Ａ評価：予想と根拠が正答，Ｂ評価：
予想は正答で根拠なし，Ｃ評価:誤答または無答に分類
して分析した（図 4 ）。
3 ）家族からの評価
毎時間後に児童が家族に説明したことについて，家族
から「説明はわかりやすかった」「説明は大きくはっき
りした声であった」に対する， 4 （とてもあてはまる），
3 （あてはまる）， 2 （あまりあてはまらない）， 1 （あ
てはまらない）の 4 段階で回答させた（図 5 ）。
4 ）事後・遅延調査
検証授業終了後に事後調査として，教科書準拠の知識
問題と，どの学校でも扱っていない平成24年度の全国学
力・学習状況調査の問題を解答させた。この問題の全国
の平均正答は32. 3%であった（図 6 ， 7 ）。なお，比較
のために事後調査のみ同一市内の教科書通りに進めた 2
校の 5 年生を対象に行った。
また，事後調査の二カ月後に予告なしで遅延調査とし
て，事後調査と同様の問題に解答させた（表 6 ）。
2. 3　開発した授業
1）「植物の結実」でのコア知識
「植物の結実」の単元では，「花にはおしべやめしべが
あり，花粉がめしべにつくとめしべのもとが実になり，
実の中に種子ができること」が小学校学習指導要領解説
理科編の B 生命・地球（ 1 ）植物の発芽，成長，結実の
エで示されている。この目標を基に，「アサガオやツル
レイシ，トウモロコシの花のつくり」や「トウモロコシ
やイネの受粉方法」を一貫して説明するために必要なコ
ア知識として，「めしべのもとがふくらみ，実になる」「虫
や風で運ばれる花粉がある」「おしべにある花粉がめし
べにつくと受粉する」を設定した。さらに，「植物は自
分の子孫をより残すための特徴をもっている」「他家受
粉は，もとの花の性質を受け継ぐことがある」ことをコ
ア知識とすることで，中学校で学習する「生物の成長と
殖え方」や「遺伝の規則性と遺伝子」にも柔軟に接続で
きると考えた。これらのコア知識を用いることで，「植
物の花のつくりや受粉方法の共通性」や「植物の生命の
連続性に関する特徴」といった説明が可能となると考え
たからである。
表 1  コア知識
2）「植物の結実」の単元構成
単元の前半で観察・実験からコア知識を獲得させ，後
半で発展課題に対してコア知識を用いた説明が可能にな
るような展開にした。
3 ）コミュニケーション活動
コミュニケーション活動は，役割分担をして，まず個
人の考えを述べてから，グループの結論を導くようにさ
せた（山下，2013）。コミュニケーション活動の流れを
表 3 に示す。
4 ）家庭での家族への説明
年度の始めに保護者に家庭学習への協力を依頼する文
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書を届け，さらに授業実施の前月に具体的な家庭学習の
内容を記した以下の文章が入った学年便りを届けて，協
力を依頼した（図 1 ）。
2. 4　授業の様子
約 1 ヶ月で，11時間分の以下の授業を展開した。
1 ）第 1次 「単性花のツルレイシとトウモロコシの花の
つくりと実のでき方」
第 1 ・ 2 時は，導入では前単元でインゲン豆の発芽か
ら花になるまでの過程や条件を学習したことを確認し，
本単元はその後の花から実になるまでの過程や条件を学
習することを伝えた。事前の学習アンケートから，種が
出来るためには受粉することが必要であるとわかってい
る児童は殆どおらず，大半の児童が「わからない」や「日
光や水などをしっかりあたえればできる」などと回答し
ていた。そこで，単元のはじめにツルレイシの花と実を
十分に観察させ，実のできている部分に注目させること
にした。すると，同じ時期に撒き条件が同じはずなのに，
「実のでき方や大きさに違いがあるのはおかしい」とい
う児童の発言が挙がった。また，実が付いている花と付
いていない花がある，という児童の発見から，「ツルレ
イシの花はどのようなつくりになっているのか」という
学習問題を見出し，観察した。この野外観察を通して，
ツルレイシの花のつくりや，「コア知識①めしべのもと
がふくらみ，実になる」を獲得した。
第 3 ・ 4 時は，ツルレイシの実のでき方を，前単元で
学習したメダカの卵が受精をしたことをもとに考えた。
予想をする場面では，コミュニケーション活動を用いて
考えた。一人ひとりが発言する場を設け，グループ全員
の考えをもとに話し合うことで，より考えを深めること
ができた。この授業を通して，「コア知識③おしべにあ
る花粉がめしべに付くと受粉する」を獲得した。また花
粉の運ばれ方についても，観察の際，ツルレイシにたく
さんの虫が付いていたことや映像資料を見ることで，「コ
ア知識②虫や風で運ばれる花粉があること」を獲得した。
第 5 時は，花粉の特徴（形）を予想し後，顕微鏡で観
察した。さらに電子顕微鏡で撮影した花粉を見ることで
「コア知識④植物は自分の子孫をより残すための特徴を
もっている」を獲得した。授業の終末には「花粉はいい
においだ」という児童の発言から，花粉ににおいがある
理由を考えた。「コア知識④植物は自分の子孫をより残
すための特徴をもっている」を活用して考え出した児童
が多く見られた。
第 6 時は，トウモロコシのおしべとめしべの有無を，
コミュニケーション活動を用いて考えた。第 1 時で習得
した「コア知識①めしべのもとがふくらみ，実になる」
を活用することで，一見花がないように見えるトウモロ
コシも実ができるならめしべやおしべがあるはずだ，と
考え出したグループが多く見られた。
2 ）第 2次「アサガオの花のつくりと実のでき方」
第 7 時は，アサガオの花のつくりを，ツルレイシの花
のつくりとの違いに着目させて観察を行い，花には両性
花と単性花があることを捉えた。授業終末の発展課題で
は，アサガオの実になる部分について考えた。「コア知
識①めしべのもとがふくらみ，実になる」を活用して考
え，根拠を導き出すことができた児童が多く見られた。
第 8 ・ 9 時は，アサガオの実のでき方を学習した。第
表 2　コア知識の活用を意識した単元構成
○理科の学習
9 月の中旬より，理科の授業で「植物の実や種子
のでき方」を学習します。授業では，子ども達の思
考力・表現力を高めるための手立てとして，考えた
ことを自分の言葉で説明する活動（言語活動）を多
く取り入れます。その際，言語活動の一つとして「授
業の流れをお家の方に説明する」という宿題を出し
ます。ご家庭でお子様が授業の内容を説明しますの
で，説明に対する感想やアドバイスなどを書いてい
ただきたいと思います。
図 1　協力依頼をした文書
表 3  コミュニケーション活動の流れ
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3 時で習得した「コア知識③おしべから出た花粉がめし
べに付くと受粉する」を活用し，実のでき方を考えた。
児童にとって，自分のおしべからでた花粉が自分のめし
べに付いて受粉するという仕組みは初めてとなるため，
ツルレイシやトウモロコシの受粉方法の違いを明確にし
て学習を進めることでより深く学ぶことができた。毎時
間の授業の終末には，コミュニケーション活動を用いて
授業の流れや発展的課題についての説明活動を行った。
例えば，第 9 時の授業終末に，アサガオとツルレイシの
受粉方法を説明し合った。聞いている人は，説明者がし
た説明について感想を述べ，説明が不足していたり，曖
昧だったりした場合はアドバイスをした。客観的に指摘
してもらうことにより，説明が上手になる児童が増えた。
また，一人ひとりが必ず説明する場を設け，繰り返し行
うことで，より考えを深めたり知識を獲得したりするこ
とができた。
3 ）第 3次「生命の連続性」
第10時は，第 9 時の授業をもとに他家受粉と自家受粉
のそれぞれの受粉方法のメリットを考え，「コア知識⑤
他家受粉はもとの植物の性質を受け継ぐことがある」を
獲得した。
第11時は，「コア知識⑤他家受粉はもとの植物の性質
を受け継ぐことがある」を活用し，クラスで考えた「最
高のイチゴ」をつくる方法を考えた。授業の終盤では，
読み物教材を用いて，人工授粉によって意図的に作られ
た植物がたくさん存在することや，それらが普段の生活
でも非常に身近であることを知った。
4 ）家族への説明
知識の定着や家庭学習の充実を図るために，毎時間の
授業後，問題解決の流れを家族へ説明し理解を深めた。
ワークシートのフィードバック欄には，家族から児童の
説明に対するアドバイスや励ましが書かれた。また，授
業内容に肯定的な感想も見られた。（図 2 ）。
図 2　ワークシートに設けた家族からのフィードバック欄 
3 ．結果と考察
3. 1　活用についての意識調査
事前・事後で，活用についての意識（表 4 ）の 4 段階
の回答を 1 ～ 4 点に得点化して求めた平均得点を表 4 に
示す。
表 4　事前・事後の活用の平均得点（N=120）
事前 事後 有意差
①既習考え 2. 64（0. 85） 2. 94（0. 70）  **
②考え書く 2. 29（0. 86） 2. 87（0. 83） **
③考え説明 2. 46（0. 88） 2. 83（0. 79） **
④意見参考 3. 07（0. 91） 3. 41（0. 70） **
⑤グループ言う 2. 64（0. 93） 3. 17（0. 77） **
 （**：p<. 01）
事前と事後の平均値に差があるかを対応のあるｔ検定
で分析したところ，すべての項目で有意な差が見られ，
事後で意識が向上したことがわかる。
①（t［119］=3. 37， p<. 01），②（t［119］=7. 35， p<. 01），
③（t［119］=3. 66， p<. 01），④（t［119］=3. 49， p<. 01），
⑤（t［119］=5. 46， p<. 01）．
3. 2　ワークシートの記述分析
毎時間のワークシートの記述について，学習問題に対
して予想と根拠がどちらも書けた児童の割合を図 3 に示
した。
図 3　予想と根拠ともに書くことができた児童の割合（％）
授業を重ねるごとに予想と根拠を書くことができた児
童の割合が増えていることがわかる。さらに，予想と根
拠について，作成したルーブリック（表 5：第 5 時のルー
ブリック例）に基づき，Ａ評価：予想と根拠が正答，Ｂ
評価：予想は正答で根拠なし，Ｃ評価：誤答または無答
に分類し，Ａ評価の割合を図 4 に示した。
授業が進むにつれ，根拠をもとにより科学的に思考で
きる児童の割合が増えていることがわかる。なお， 1 ・
2 時間目は，主に観察を通して知識を獲得する授業で
あったため表示はしていない。
表 5  ルーブリックの一例（第 5時）
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3. 3　家族からの評価
毎時間後に児童が家族に説明したことについての家族
の平均値（ 4 点満点）を図 5 に示した。
質問項目「①説明がわかりやすかった」については，
授業が進むにつれて平均値が上がっており，わかりやす
く説明できるようになってきたことがわかる。質問項目
「②説明は大きくはっきりとした声であった」について
は，平均して3. 3を超える数値を出すことができた。
図 5　児童の説明に対する家族からの評価（％） 
3. 4　事後・遅延調査
1）知識問題
検証授業終了後，記述式の問題で学習内容の調査を行
い他校の結果と比較した。問題 1 は教科書準拠の知識問
題で，アサガオとツルレイシの受粉方法をそれぞれ記述
させた。検証校の正答率は90％，他校の正答率は学校A
が50%，学校Bが66%となり，比較すると本校は正答率
が高く，知識を繰り返し活用させたり，表現させたりし
た効果であると考える（図 6 ）。
2 ）活用問題
問題 2 は，どの学校でも扱っていない平成24年度の全
国学力・学習状況調査の問題で，受粉実験の改善方法を
記述する問題である。全国の平均正答率は32. 3%で，本
校の正答率は76％，他校の正答率は学校Aが35%，学校
Bが32%となり，知識を活用して深く考える力が育成で
きたと考える（図 7 ）。
3 ）遅延調査
学習内容調査の 2 カ月後に，予告なしに同様の知識問
題・活用問題に解答させ。正答率は，知識問題，活用問
題ともほぼ事後調査と同じで，時間が経過しても学んだ
知識は削ぎ落ちていないことが確かめられた（表 6 ）。
事後と遅延の平均値に差があるかをｔ検定で分析した
ところ，すべての項目で有意な差は見られなかった。
表 6　事後・遅延調査の平均得点（N＝120）
事後 遅延
知識問題 0.91（0.29） 0.90（0.30）
活用問題 0.76（0.43） 0.75（0.43）
（知識問題（t［119］=0. 30，n. s. ），活用問題（t［119］=0. 25，n. s. ）
4 ．まとめと今後の課題
本研究では，知識の活用力を育成するために小学校第
5 学年「植物の結実」において，コア知識を明確にし，
コア知識を活用させた単元構成を実践した。表現する場
では，自分の考えを深めるためにコミュニケーション活
動を実施した。家庭では，知識を確実に定着させたり，
家庭学習時間を増したりするために，家族に学習した内
容を説明する課題を設定し，その授業の有効性を探った。
その結果，活用の意識調査では，事前・事後を比べる
と明らかに上昇した。また，ワークシートの記述分析か
ら，授業を重ねるごとにコア知識を活用し，より科学的
に思考できる児童が増えたことが明らかになった。事後
調査では，同一市内で，同じ教科書で学習を進めた 2 校
の 5 年生の点数と比べても，大幅に上回っている。さら
に， 2 ヵ月後の遅延の段階でも学んだ知識は削ぎ落ちて
図 7　学習内容調査問題 2の結果・正答率
図 6　学習内容調査問題 1の結果・正答率  
図 4 　Ａ評価（予想，根拠が正答）の割合（％）
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いないことが確かめられた。家族への学習内容の説明は，
家族から協力得ながらも，説明が上手になる児童が増加
した。これらの結果を踏まえ，コア知識を明確にし，コ
ア知識を活用させた単元構成を実践することや授業中に
コミュニケーション活動を実施したり，家族へ学習した
内容を説明したりすることが知識の活用力を育むことに
つながることが明らかになった。
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